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 中国における朝鮮族の人口を人口センサスのデータで見ると、1990 年に 192.3 万人であり、2000














































































 以下、中国の人口センサスから 1990 年、2000 年、2010 年の 3 時点のデータを引用して、最近 20
年間の延辺州における人口の変化を詳しく見ていく（第 1表）。全体では、この間の延辺州の総人口は
約 208万人から 227万人へ 1割近く増加していることがわかる。しかし、民族別では、漢族の総人口
に対する割合が 57.1%から 64.5%へ増えているのに対して、朝鮮族は 39.5%から 32.5%へ減っており、




























第 1表 延辺朝鮮族自治州における市県別民族別人口の推移 
    1990 年 2000 年 2010 年 
      ％   ％   ％ 
延吉市 合計 293,069 100.0 432,339 100.0 562,959 100.0 
 
漢族 109,133 37.2 192,446 44.5 275,107 48.9 
 
朝鮮族 177,547 60.6 231,280 53.5 275,078 48.9 
  その他 6,389 2.2 8,613 2.0 12,774 2.3 
図們市 合計 122,579 100.0 132,368 100.0 134,452 100.0 
 
漢族 51,301 41.9 60,385 45.6 61,179 45.5 
 
朝鮮族 69,166 56.4 69,426 52.4 71,124 52.9 
  その他 2,112 1.7 2,557 1.9 2,149 1.6 
敦化市 合計 477,127 100.0 480,834 100.0 483,464 100.0 
 
漢族 433,683 90.9 444,781 92.5 453,718 93.8 
 
朝鮮族 24,745 5.2 20,026 4.2 17,749 3.7 
  その他 18,699 3.9 16,027 3.3 11,997 2.5 
龍井市 合計 279,611 100.0 261,551 100.0 177,234 100.0 
 
漢族 91,864 32.9 87,841 33.6 66,564 37.6 
 
朝鮮族 183,994 65.8 171,128 65.4 108,922 61.5 
  その他 3,753 1.3 2,582 1.0 1,748 1.0 
琿春市 合計 183,755 100.0 211,091 100.0 241,777 100.0 
 
漢族 72,367 39.4 114,404 54.2 144,318 59.7 
 
朝鮮族 92,100 50.1 77,958 36.9 74,963 31.0 
  その他 19,288 10.5 18,729 8.9 22,496 9.3 
和龍市 合計 238,730 100.0 215,266 100.0 189,532 100.0 
 
漢族 98,849 41.4 100,040 46.5 97,821 51.6 
 
朝鮮族 136,894 57.3 112,571 52.3 89,552 47.2 
  その他 2,987 1.3 2,655 1.2 2,159 1.1 
汪清県 合計 268,643 100.0 255,882 100.0 255,411 100.0 
 
漢族 172,084 64.1 172,673 67.5 183,578 71.9 
 
朝鮮族 85,049 31.7 73,486 28.7 62,307 24.4 
  その他 11,510 4.3 9,723 3.8 9,526 3.7 
安図県 合計 216,389 100.0 220,315 100.0 225,987 100.0 
 
漢族 157,481 72.8 168,605 76.5 183,473 81.2 
 
朝鮮族 51,984 24.0 45,335 20.6 37,296 16.5 
  その他 6,924 3.2 6,375 2.9 5,218 2.3 
延辺州総計 合計 2,079,903 100.0 2,209,646 100.0 2,270,816 100.0 
 
漢族 1,186,762 57.1 1,341,175 60.7 1,465,758 64.5 
 
朝鮮族 821,479 39.5 801,210 36.3 736,991 32.5 
 







































第 2表 延辺朝鮮族自治州における戸籍登記状況別の人口（2010年） 
 
総人口 常住戸籍 常住非戸籍 国外人口 
      ％   ％   ％ 
延吉市 562,959 291,782 51.8 237,395 42.2 33,782 6.0 
図們市 134,452 113,741 84.6 13,538 10.1 7,173 5.3 
敦化市 483,464 400,594 82.9 60,908 12.6 21,962 4.5 
琿春市 241,777 143,933 59.5 61,751 25.5 36,093 14.9 
龍井市 177,234 122,355 69.0 20,597 11.6 34,282 19.3 
和龍市 189,532 145,913 77.0 15,620 8.2 27,999 14.8 
汪清県 255,411 185,717 72.7 35,026 13.7 34,668 13.6 
安図県 225,987 198,584 87.9 20,514 9.1 6,889 3.0 
延辺州総計 2,270,816 1,602,619 70.6 465,349 20.5 202,848 8.9 
吉林省総計 27,452,815 22,617,333 82.4 4,553,053 16.6 282,429 1.0 





















2000年を過ぎてからは 45歳以上を中心に韓国への出稼ぎが増加したとみられる 7)。 
次に常住人口を見てみると、延辺州の市・県は、常住戸籍人口の比率が吉林省全体に比較して低く、






































































































    
写真 1 公園街道の高層住宅         写真 2 河畔の高級住宅（夜景） 
 
    















有工場が開発区など他の地区へ移転した跡地にも大規模なマンション建設が進んでいる（写真 1, 2, 
3）。延辺州政府がこの公園街道の西部に移転し、先述のように交通インフラもその付近で整備されつ
つあることが、さらに公園街道の西方での住宅開発を促している。 































管轄する面積は 0.42平方キロメートルである。総戸数は 2,146戸、総人口は 6,478人、そのうち常住
する戸籍人口は 4,675人、暫住する流動人口は 1,785人であり、朝鮮族は 3,385人で総人口の 52.6％
を占めている（2013 年）。文河社区は中心市街地に程近いため、石油、通信、保険などの企業や、病
院、図書館、少年宮（子供向け課外教育施設）、小学校、幼稚園など企業や機関が立地し、多くの建物












    
写真 5 進学街道市街地の住宅          写真 6 東市場の外観 
 
    
























    
写真 9 郊外の国有企業家属楼         写真 10  「城中村」の様子 
 
    
















1.54 平方キロメートルである。現在の住民は 3,150 戸、6,880 人であり、そのうち戸籍人口は 3,680
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7) 前掲 5)①。 
8) 前掲 5)②。 
9) 鄭信哲「中国朝鮮族社会の現状と未来―移動に伴う影響と役割―」（前掲 6））72-86頁。 
10) ①前掲 5)①。②尹秀一「海外出稼ぎに伴う僑郷の留守児童問題―吉林省延辺朝鮮族自治州―」（山下清
海編著『改革開放後の中国僑郷―在日老華僑・新華僑の出身地の変容―』明石書店，2014）221-241 頁。 
11) 前掲 9)。 
12) ①権泰煥「1990年代における中国朝鮮族人口の傾向―人口センサス資料の分析―」（前掲 6））124-138
頁。②前掲 5)①。 




16) 2014年 8月 12日に公園街道弁事処園月社区居民委員会を訪問して郭美燕書記にインタビューを行った。
以下、その訪問の際の聞き取りや観察の内容を基にして論述している。 
17) 2014年 8月 12日に進学街道園事処文河社区居民委員会を訪問して李蓮姫書記にインタビューを行った。
以下、その訪問の際の聞き取りや観察の内容を基にして論述している。 





































本調査では、2014年 8月 12 日～20日の期間にインタビュー調査を行った。調査では、余暇活動を行
う人々や公園管理局の職員への聞き取り、対象とした都市公園・広場の観察、地方志や新聞資料などの
資料収集を中心に行った。対象とした都市公園・広場は、人民公園、金達莱広場、青年湖広場、濱河公
男 女 男 女 男 女
人民公園 5 1 3 3 8 4 6 30
青年湖広場 3 ‐ ‐ 1 2 3 ‐ 9
金達莱広場 2 ‐ 6 3 3 3 1 18




第 1表 延吉市都市公園・広場における調査対象の年齢層と性別 
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 園の 4地点である。この 4地点について、各公園・広場の特徴として、都市の中心部に位置し、かつ日
常生活内において余暇活動が完結する範囲に立地している。調査人数は、人民公園にて 30 人、金達莱
























 (1) 人民公園（延吉公園7）） 
 公園管理所の所長から得た公園の紹介文と、『延吉市志 1986～2000』8）によると、人民公園は南部の
正門の前を走る公園路に接し、面積が 35ha である。延吉市内において最も古くからある公園であり、




























写真 1 アリランを踊る人々                写真 2 太極拳をする人々 










た。面積は 15000㎡、池の深さは 1.5m、湖水面積 1.68haであり、池には二座の橋が架けられていた11）。
一面を緑で覆われ、四季を感じられる作りであった。1984年初め、各単位に所属していた青年が発起人
となり、城郷建設委員会規画処、中国共産主義青年団延吉市委員会などによって青年湖と命名され、次
年度 1985 年 8 月 30 日に竣工された。地名志には、「将来的には写真部、サービス部、遊覧船部など、


















写真 3 夜の青年湖広場の様子            写真 4 青年湖広場完成図 
（2014年 8月 14日、筆者撮影）            （2014年 8月 16日、筆者撮影） 
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写真 5 金達莱広場中央部         写真 6 カラオケに合わせて踊る人々 







第 2 表から余暇活動者の収入をみると、全体では月収 1000～5000 元を稼いでいる人が多い。さらに詳
しく見てみると、月 1000～3000 元の収入を得ている人は、退職者と在職者が混在しているのに対し、
3000～5000 元を稼いでいる階層の人々は基本的に在職者となる。このことから在職者の中でも 1000～














写真 7 濱河公園の石碑          写真 8 河辺にて余暇活動にふける人々 
（2014年 8月 19日、筆者撮影）         （2014年 8月 19日、筆者撮影） 
第 2表 延吉市の調査対象都市公園・広場における来園者の月収入（元） 
退職 在職 退職 在職 退職 在職 退職 在職 退職 在職 退職 在職
人民公園 2 ‐ 7 8 ‐ 6 ‐ 2 1 ‐ ‐ 1 1 2 30
青年湖広場 ‐ ‐ 2 2 ‐ 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 4 9
金達莱広場 1 ‐ 1 2 2 1 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 11 18
濱河公園 2 ‐ ‐ 5 ‐ ‐ ‐ 2 1 1 ‐ ‐ ‐ 5 16












































年齢層　　　    　　 　  　　時間 0～10 10～30 30～60 60以上 0～10 10～30 30以上 60
八〇後 1 1 ‐ 2 ‐ 1 ‐ ‐ 1 6
壮年期 3 1 ‐ ‐ 1 1 ‐ ‐ ‐ 6
定年期 ‐ 4 ‐ ‐ 3 4 ‐ 1 ‐ 12
無回答 ‐ ‐ ‐ ‐ 2 4 ‐ ‐ ‐ 6
徒歩 車両
合計その他












































                                                   
[注] 
1）①柴彦威・劉志林・李崢嶸・龔 華・史中華・件宗卿 (2002). 『中国城市的地空間結構』北京大学
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出版者, 237-255. ②柴彦威 (2010). 『中国城市老年人的活動空間』科学出版社, 84-110. 
2 ）余 娟 (2009). 国内休閑空間研究総述. 広東軽工職業技術学院学報, 8(4), 64-69. 





は J、河濱公園は Hを使用する。 
7）公園の名称について、公式な表記、さらに利用者による呼称も統一されていない。本稿では人民公
園に統一して表記する。 
8）延吉市地方志編集委員会編 (2003). 『延吉市志 1986～2000』中華書局出版, 464. 
9）案内図が見つからず、これら 4つの区域の明確な範囲を把握することはできなかった。そのため、
文中の区域名は、管理局長に聞き取りを行った際に判明したことである。 
10）延吉市人民政府編 (1987). 『延吉市地名志』延吉市地名辦公室. 
11）青年湖公園に位置した湖は、現在は埋め立てられており、存在していない。 
















14）http://www.hybrb.com/show/?idx=59512「歓楽氷川 歓楽延辺 第六届延吉啤酒節啓幕」 (2015年 7
月 4日閲覧)によると、当イベントは 2009年に始まり、イベント中は広場内で民族舞踊やロシアに関連
するプログラムが組まれる。これは当広場の 7月下旬から 8月上旬にかけて 15日間開催される「延吉
氷川ビール節」と関係していると考えられる。この施設は撤去されることなく残っており、飲食関連の
出店に利用されている。 
15）①石田 曜 (2015). 長春市南湖公園におけるレジャー空間の特性. 小島泰雄編『中国東北におけ
る地域構造変化の地理学的研究―長春調査報告―』京都大学 人間・環境学研究科 地域空間論分野, 









	 主に 19 世紀中期以降，朝鮮半島から中国東北地方に多くの人々が移住した。韓国併合（1910 年）や
「満州国」成立（1932 年）などを経た 1910〜1940 年代は，特に移民が多かった。第二次世界大戦後，
中国東北地方に残ることを選択した朝鮮・韓国系の人々は，中国（中華人民共和国）政府によって，朝
鮮族という「少数民族」に認定された（安 2006）。 
	 第 5 次人口センサス（2000 年）では中国内の朝鮮族の総人口は 193.0 万人であったが，第 6 次人口セ
ンサス（2010 年）では 183.1 万人と減少した。この要因は，朝鮮族の出生率が低下していることに加え
て，韓国や日本，アメリカ合衆国など海外へ移住している人が多いことである（鄭 2006, 権 2006）。 
	 中国内での朝鮮族の主な居住地域は東北地方で，東北 3 省の朝鮮族の人口とそれらが朝鮮族の総人口
に占める割合（2010 年）は，吉林省 104.0 万人（56.8%），黒竜江省 32.8 万人（17.9%），遼寧省 24.0 万
人（13.1%）である。しかし，1990 年代以降，朝鮮族が中国沿海部の都市や海外へ移動する傾向が続い

























済の中心である。延辺州の面積は 4.3 万 km2，総人口は 227.1 万人（2010 年）で，そのうち朝鮮族は 73.7
万人（32.5%），漢族は 146.6 万人（64.5%）である。延吉市の面積は 1,748km2 で，総人口は 56.3 万人，
































間の外国語学校が考えられる（第 2 図）。本講ではこれら二つを考察する。 
 
(1) 延辺大学 
	 延辺大学は，延吉市市街地の西部に位置し，延辺州で唯一の 4 年制大学であり，中国政府による「211
工程」（いわゆる重点大学）にも認定されている総合大学である（写真 1，2）。2016 年 3 月現在，全日





	 聞き取りによると，日語系の教師は 18 人，大学外語部の日本語教師は 19 人，全員が朝鮮族で，男性
は約 3 分の 1，女性は 3 分の 2 とのことである。その他，日本人の教師が 2 名いる。 
	 日語系の学生数は年によって変動するが，各学年 3〜4 クラスで，1 クラスは 25 人程度である。ある
学年の例では，学生の民族と性別の内訳は，朝鮮族 39 人（男性 9，女性 30），漢族 31 人（男性 9，女
















































写真 1 延辺大学正門 
（2014 年 8 月 15 日撮影）	
写真 2 延辺大学外国語学院の校舎 
（2014 年 8 月 20 日撮影） 















	 今回のフィールドワークでは，日本語教育を行なっている外国語学校を 7 校確認し，そのうちの 5 校
で聞き取りを行なうことができた（第 1 表）。また，聞き取りをできなかった 2 校についても，ウェブ
サイトで情報を収集した。加えて，直接日本語教育は行なっていないが，日本への留学を手配している




で「培訓学校」）が 3 校，英語や韓国語という日本語以外の言語の授業も開設している外国語学校が 3
校 2），日本語のみを教える外国語学校が 1 校である。しかし，学校規模の大小の差はあれ，いずれの学
校も，日本語教育に関して学位や公的機関に認定された資格を授与できない点は共通している。 
























	 写真上部の 4 階に「安達国際留学」の看板が
見える。ここでは外国語学校も開設されている。
5 階に「延辺大学留学五部」の看板が見える
（2014 年 8 月 15 日撮影）。	
写真 4 留学仲介業者の看板① 
	 中国語（漢語）だけでなく朝鮮語の表記も
































第 1 表 延吉市の日本語学校の一覧 








Ａ1 1994 英語，韓国語，PC 
5〜6  2  女 2 × 
Ａ2 1999 
英語，韓国語，




10 数人  7  朝鮮族 7(女 7) ○ 
Ａ4 2001 英語，韓国語 ─ ─ ─ × 
Ａ5 2004 英語 5〜6  2 	女 2 ○ 
Ａ6 2009 なし 10 数人  2 ─ ○ 
Ａ7 ─ 英語，韓国語 ─ ─ ─ ○ 
資料：聞き取りによる。 
注：「─」は不明の意味。 
写真 5 留学仲介業者の看板② 
	 日本と韓国への留学仲介を宣伝している。「延
辺大学」の名称を使用しているが，実質的には
個人経営である（2014 年 8 月 14 日撮影）。	




写真 6 外国語学校の看板 
	 富士山や桜，学位授与式の女性の写真とともに，
「日本留学への直通車（直行便）」として，カリキ
ュラムが宣伝されている（2014 年 8 月 22 日撮影）。	
写真 8 留学仲介業者のオフィスの内観 
	 取得に成功した日本と韓国のビザのコピー
が，右奥の壁に多数貼られている（2014 年 8 月
14 日撮影）。	
29
	 外国語学校における日本語教育のカリキュラムについて，第 1 表の A2 校を例にみると，この学校で
は，年に 4 回生徒を募集しており，標準的な学習期間は，入門・初級コースは 10 週間，中級コースは 8
週間である。授業は平日週 5 日，毎日 2 時間である。教材は，主に『大家的日語』（「みんなの日本語」
の意味，外語教学与研究出版社）という中国で出版された日本語学習の教科書を使用する。学費は，学






	 聞き取りによると，各学校において日本語を学ぶ生徒の数は毎学期 5〜6 人や 10 数人で，年に 4 回生
徒を募集している学校では，年間約 50 人が日本語を学んでいることになる。これらの生徒は，朝鮮族





























を学ぶ生徒はもっとも多い時で，毎学期 12 人いたのが，現在は 5-6 人しかいない。」，A6 校では「日
本語を学ぶ生徒は毎学期 30 人程度は生徒がいたのに，現在は 10 数人しかいない。」などの回答があっ
た。この点は，後述の留学仲介業者でも確認できた。 
	 外国語学校の日本語教師（兼任含む）の数は，学校ごとにそれぞれ 2〜10 人と幅があるが，確認でき
写真 9 日本語教育カリキュラムの案内 
	 最下段に「アニメと漫画を観て日本語を学
ぶ」という学習コースが載っている（2014
年 8 月 15 日撮影）。	
30
た範囲では朝鮮族の女性が多いことが特徴である。A2 校では，10 人の教師はすべて朝鮮族で，内訳は






	 日本語学校は経営していないが日本への留学を仲介している業者を延吉市内で 4 社確認し，聞き取り
を実施した（第 2 表）。会社の従業員数は，比較的大きい B3 社で 7 人，他の 3 社は 1〜2 人と小規模で















第 2 表 延吉市の留学仲介業者の一覧 
番号 設立年 社員数 過去の日本語教育実施状況 
B1 2002 2 ○ 
B2 2003 2 ○ 
B3 2005 7 ○ 
B4 2006 1 × 
資料：聞き取りによる。 
注：日本への留学仲介をしているもののみを掲載．留学仲介業者





















しい 2012 年の調査結果では，中国の日本語学習者は 2009 年の 82.7 万人から約 1.3 倍の 104.6 万人に増
加した。そのうち，「学校教育以外」の日本語学習者も 2009 年の 20.6 万人から約 1.3 倍の約 27.5 万人
に増加した。このような，延吉市での聞き取りの結果と，中国全体の日本語学習者の動向との差異の原
因として，当該調査が 2012 年 8 月に開始されており，2012 年 9 月の尖閣諸島の国有化にはじまった日
中間の摩擦の影響が反映されていないことが考えられるが，加えて，日本語学習や日本留学に関する延
吉市の地位低下も考えられる。 
	 先述の国際交流基金の調査によると，2012 年現在，中国全体の 1,117 校の 4 年制大学のうち 506 校で
日本語専攻課程が開設されている。2002 年では日本語専攻課程が開設されている大学は 120 校であった
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り，延吉市はその中心都市である。同自治州は 1952 年 9 月に「延辺朝鮮族自治区」として成立し，
同年 12 月に「延辺朝鮮族自治州」に改称され，今日に至っている。自治州内には漢族と朝鮮族をは
じめとする 16 民族が居住しており，2010 年の総人口は 215.0 万人となっている。そのうち朝鮮族人
口は 78.2 万人で全体の 36.4％を占めている５)。 
 延吉市は延辺の中部に位置し，自治州の州政府所在地である。「街道」と呼ばれる 6 つの行政区と
54 の行政村等からなる。2013 年時点での総人口は 53.0 万人で，朝鮮族人口が 30.4 万人（57.4％），





労働者の年間平均賃金をみても，延辺の 2013 年の平均賃金は 35,224 元（2013 年 12 月時点で 1
元=約 16.9 円，本稿執筆時の 2015 年 9 月時点では約 18.9 円）と全国平均を下回っており，その差は
年々拡大している（第 2 図）。自治州の中心都市である延吉市に限っても，2005 年までは全国平均に
近い水準であったが，それ以降に全国平均との差が拡大しており，2013 年の時点では 43,619 元と全
国平均の 51,483 元を大きく下回る水準になっている。 
一方，賃金水準ではなく，一人当たり GDP という指標でみると，延吉市では 2013 年の時点で 57,684
元であり，全国平均の 43,115 元を大きく上回っており，自治州全域でも 39,199 元と全国平均に近い 
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第 2図  在職労働者平均賃金の推移 
 















 第 3図  1 人あたり GDP の推移 
 
資料：『延辺統計年鑑 2014』，『延吉統計年鑑 2014』等より作成。 
 
 






















































いうカテゴリにて求人を行っている企業を集計したところ，8 月 12 日から 27 日に，115 件（同一企
業が異なる職種等で求人を行っている場合も含む）の求人情報を収集した１０)。 
 収集した 115 件のうち，100 件は延吉市を中心とする自治州内を勤務地とする求人であった１１)。
また，115 件のうち勤務地か本社所在地が国家高新技術産業開発区(以下開発区と略す)にあることが







企業の属性が分かった求人 110 件のうち，外資単独により設立された企業によるものが 8 件，外資と






が 1 件，省外では江蘇省揚州市が 3 件（同一企業による 3 種類の求人），北京市が 2 件，山東省青島
市が 1 件，新疆ウイグル自治区が 1 件，海外（韓国と推測される）を就業地とするものが 3 件あり１３)，










第 4図 延吉市内での求人企業の立地状況 
 
  資料：「延辺人材網」 
  注）求人 1 件を 1 社とみなした． 
 
 以下では，立地している情報サービス関連企業の賃金水準や就業地について検討していく。「延辺人
材網」にて，掲載されていた募集内容を概観すると，115 件のうち 72 件が賃金月額を提示していた。
月額 1,999 元以下の求人が 6 件，2,000～2,999 元の求人が 39 件，3,000～4,499 元の求人が 12 件，
4,500～5,999 元の求人は 10 件，6,000～7,999 元の求人が 3 件，10,000～14,999 元の求人が 2 件で
あった１４)。 
勤務地と賃金水準の関係をみると，賃金が 4,500 元以上の求人では，北京市，揚州市といった国内
沿海部都市や海外での勤務が多くみられた。具体的には月額賃金 10,000～14,999 元の求人 2 件は，
海外と北京市での求人であった。また，6,000～7,999 元の求人 3 件のうち 1 件は揚州市での求人であ






うち学歴面での条件を明示している 31 件のうち，四年制大学の学歴を条件としている企業は 6 件，「大
専」（日本では高等専門学校・短期大学に相当）卒は 12 件であった。「高中」（普通科高校に相当）卒













A     10 海外   10,000-14,999 
B   市内 若干名 海外 大専 相談による 
C 1997 市内 5 海外 四大卒 相談による 
D   新疆 22 新疆   3,000-4,499 
E   青島 10 青島 大専 2,000-2,999 
F 2006 市内（開発区） 1 北京 四大卒 10,000-14,999 
G   北京 12 北京 四大卒 3,000-4,499 
H1 2012 揚州 2 揚州 大専 3,000-4,499 
H2 2012 揚州 5 揚州 大専 4,500-5,999 
H3 2012 揚州 1 揚州 大専 6,000-7,999 

















に 2 年以上は勤めているが，その前にやめる人も多い」（C 社）という状況である。このように朝鮮









低いといえるが，開発区内での求人 10 件に限れば，外資系企業による求人が 5 件と，一定の比率が
みられる。また，後述する開発区委員会の資料によると，開発区内には情報技術関連の企業が 50 社
程度進出しており，他の業種も含めた進出企業全体のうち 4 割強が外国籍の企業であるという。調査














別の生産額割合をみると食品関連(企業数は約 20 社)が 62.3％，医薬関連(同約 10 社)が 11.8％，電子
関連(同約 20 社)が 8.7％，機械関連が 6.8％(同約 10 社)，情報技術関連が 5.3％(同約 50 社)，その他
が 5.1％となっている。情報技術関連企業の場合は，企業数が多い割には生産額の比率は少なく，比
較的小規模な企業が進出・立地していることが分かる。進出企業の国籍別構成については，国内企業












集等の業種に対して，毎年 200 万元を上限とする特別支援金を給付する。 
2．税金の徴収免除：オフィスビル内に入居した企業は企業所得税，付加価値税，営業税，役員の









の会員でもある K 氏へのインタビュー調査に基づいて検討する。同氏は調査対象企業の 1 つである A
社の経営者でもあり，韓国の情報サービス関連企業が，延辺に進出する際に延辺の政府機関との架け
橋的な役割を果たしてきた人物である。 
K 氏によれば，延吉への韓国系企業の進出や延吉市政府との連携は 2006 年頃から顕著に行われる
ようになったという。この 2006 年には，開発区の西端部にあり，市の中心部に近い愛得汽貿という






2006 年の 11 月から現在，科技創新園区が設置されている場所に情報サービス関連企業向けのオフィ













検討していく。インタビュー対象企業 9 社のうち韓国系企業は 3 社であった。A 社は，BPO 業務を行












出が顕著になり始めた 2006 年頃に比べると顕著に上昇しており，2005 年には 17,052 元だったものが
2013 年には 43,619 元と 2.5 倍以上にもなっている。前述したように伸び率は全国平均を下回ってい
るものの，それでも顕著な上昇を示しているといえる（第 2 図）。 




































































経理，給与管理，顧客管理等の外部委託を進めた 1990 年代以降，BPO という表現が多く用いられるよ
うになった（BPO ビジネス研会 2011：19-20）。 









1081743.jsp?infoid=16840（2014 年 7 月 10 日閲覧）．延辺州統計局編 2014『延統計年鑑 2014』中国国
際図書出版社。 
6) 延吉市統計局編 2014『延吉統計年鑑 2014』中国国際図書出版社。 
7) 韓国輸出入銀行が作成した統計資料によると，2013 年に同年 11 月までに中国で新規に法人となった
韓国系企業数を地域別にみていくと，山東省が 53 件，上海市が 30 件，江蘇省が 28 件，広東省が 20 件，
北京市が 17 件となっており，沿海部地域への投資が多い。これに対して延辺がある吉林省で法人となっ
たものは 1 件に過ぎず，全国で最低レベルであるという（韓国輸出入銀行ウェブサイト，http://www.ko
reaexim.go.kr/，2014 年 10 月 15 日閲覧）。 
8) 中国朝鮮族大手新聞社の一つである吉林新聞の 2014 年 1 月 20 日の記事によれは，延辺に進出してき
た外資系企業のうち 7 割が韓国系企業であるという。具体的には，2014 年の時点での外資系企業は累計
で 634 社であるが，そのうち 70.7％にあたる 448 社が韓国系企業であるという．韓国系企業以外では日
系企業が 47 社，米国系企業が 40 社，香港系企業が 36 社，北朝鮮系企業が 16 社，ロシア系企業が 10
社，台湾系企業が 9 社，その他が 28 社となっている。しかしながら，進出してきた外資系企業の規模は
全般的に小さく，投資額が 50 万ドル以下の企業が 492 社で全体の 77.6％を占めているという（吉林新
聞，http://kr.chinajilin.com.cn/，2014 年 10 月 15 日閲覧）。 
9) 延辺人材網（http://www.ybrc.org/）。 
10) また，時期による求人数の増減の有無を確認するために，同年 12 月にも当該サイトにアクセスし，
求人数がほぼ同数であることも確認した。 
11) 自治州内を勤務地とする求人 100 件のうち，勤務地が延吉市内にあるものは 97 件と最も多く，他の
地域としては敦化市 1 件，珲春市 1 件，不明 1 件があった。 
12) 延辺大学の金石柱先生の御教示による。  



























Dicken.P.(1998).Clobal Shift：Transforming the world Economy(3rd ed.). Sage Publication． 
林 上(2005).『都市サービス地域論』原書房． 
BPO ビジネス研究会(2011).『限界からの BPO ビジネス』ダイヤモンド社． 
フリードマン著(伏見威蕃訳)(2008).『フラット化する世界（上）増補改訂版』日本経済新聞出版社．
Friedman,T.L.(2007).The World Is Flat: A Brief History of the Twenty-first Century(3rd ed.). Klett 
Ernst/Schulbuch． 

































域としては龍井市東盛涌鎮に属する（第 1 図）。2014 年現在の仁化村の戸籍上の世帯数と人口はそれぞれ
約 434戸の 1,779人（うち、朝鮮族が約 80％）となっているが、そのほとんどは韓国などへ出稼ぎに出て
おり、実際の居住人口は約 600人に過ぎない。近年は出稼ぎに出ていた朝鮮族の農地を耕作するため、「黒
戸口」と呼ばれる戸籍なしで暫定的に居住している漢族が 70～80人ほど加わっているが、それでも戸籍人
口の 3 割程度しか住んでいないことになる。1985 年の仁化村の世帯数と人口がそれぞれ約 430 戸の 1916
人（うち、朝鮮族が 1463人）7）であったことを考えると、過去 30年間に人口の 2／3が村外へ流出したこ
とになり、日本や韓国の農村部で経験してきた人口減少よりもはるかに激しい人口変動があったことが窺
える。 





































1,2   朝鮮族 人民公社時代からの集落 
3,4 술칸 焼酎房 漢族  
5,6 자세구룡물  朝鮮族  
7 자작농 自興屯 朝鮮族 新農村計画集落 
8 노루바위 東明屯 朝鮮族 1945年以前の集落 
2004年に仁化村に合併 
9 富寧村 富寧屯 朝鮮族 1945年以前の集落 
10 회성원,삼여 会升源, 三余 漢族+朝鮮族 連合集落 
11   朝鮮族 5小隊から分離 
12   朝鮮族 6小隊から分離 
13   漢族 3小隊から分離 
14   漢族 4小隊から分離 
15   朝鮮族 １小隊から分離 
16   朝鮮族 ２小隊から分離 
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 第 2表 米と経済作物の収益性の比較 
 
作物 単価 収量 粗収入 
米 1.5元/斤 7,500kg/ha, 約 22,500元／ha 
ホオズキ 10 元/斤 3500㎏/ha 約 70,000元／ha 












































会変化」『2007年前期社会学大会発表論文集：韓国社会学 50年の整理と展望』 2007, 537-550頁。③朴光星「訪
問就業の昨日と今日」、『世界化時代中国朝鮮族の超国家的移動と社会変化』韓国学術情報ミドゥリ編集部, 2009, 
42-49頁。④韓美蘭「中国における労働力送り出し地域の民族別移動とその決定要因―吉林省の漢族と少数民族
の場合」アジア研究 56-3, 2010, 30-44頁。⑤太武原「中国における国際労務輸出について―延辺朝鮮族自治
州からみた国際労務輸出の一断面」大阪経大論集 56-3, 2005, 69-90頁。⑥鄭菊花「延辺朝鮮族自治州におけ








類学 42-2, 2009, 35-75頁。⑤ソ・ジス「ソウル・デリム洞のもつ朝鮮族の’通路(Portal)’としての場所性
の形成」地理学論叢 58, 2012, 49-75頁。⑥パク・セフン、リ・ヨンア「朝鮮族の空間集積と地域正対性のア
イデンティティの政治：九老区カリボン洞の事例研究」多文化社会３-2, 2010, 71-101頁。 
4) 例えば、次のような研究が挙げられる。①バク・ソヨン「外国人談論の克服すること：メイドと朝鮮族住み
込み家事労働者の階級的位置性と二重アイデンティティに関する研究」大韓地理学会誌 50-2, 2015, 185-201
頁。②ユ・ミョンギ「民族と国民のはざまで：韓国滞留朝鮮族のアイデンティティについて」韓国文化人類学
35-1, 2002, 73-100頁。③イム・ソンスク『韓国の朝鮮族労働者の民族アイデンティティの再形成過程』漢陽
大学文化人類学科修士論文, 2004, 88頁。 
5) 例えば、次のような研究が挙げられる。①In-Jin Yoon, “Korean Diaspora and Transnationalism: The 
Experience of Korean Chinese”, 文化歴史地理 20-1, 2008, 1-18頁。②カン・ジンウン「ディアスポラと現
代延辺朝鮮族の想像の共同体：種族の社会的公正と再領土化」韓国社会学 46-4, 2012, 96-136頁。 
6) 例えば、リ・ヒョンキョン『「韓国での就業」と中国朝鮮族の社会文化的変化：民族誌的研究』ソウル大学
人類学科修士論文, 2008, 179頁。 
7)  龍井市地名誌(1985)による。 







11)  セジョンボル（세전벌）という。 
12)  生産隊単位の共同作業を現地では「集体」という。 
13)  現地では単干（タンカン）と呼ぶ。 




                                                                                             
15)  朝鮮族生産隊内には一部漢族（黒戸口）も混住しているが、漢族生産隊内には朝鮮族がいない。 
16)  最近 3,4生産隊から新たに 17生産隊が分化しているが、村内執行部からの正式な承認は得られてない段
階である。 
17)  朝鮮族の K氏は「集体」の際は第 12生産隊に属していたが、2004年に政府の支援で現在の場所（第 1生
産隊）へ新築し移住した。その後、結いが必要なときは第 1生産隊の世帯と組んでいたが、所有土地は依然と




20) 篠原重則「村落の共同体的性格と離村形態ー四国山地南東部名留川部落の事例」地理学評論 47-1, 1974, 
41-55頁。 
21) 金 枓哲「韓国における農山村の人口減少に関する研究の動向と課題」人文地理 47-1, 1995, 21-45頁。 
22)  1990年代に一時的に都市住民の農地購入が認められて時期があったが、すぐ無くなった。 
23)  現地では小作を譲渡といい、その契約書を「合同書」という。 
24)「黒戸口」の子どもは戸籍がなくても近隣の東盛涌学校（小学校～高校）へ就学が可能であるが、授業料は
若干高い。 








 小論は 2014 年に行われた延吉農村のフィールド調査に基づいて，先行研究と資料を参照しながら，
延吉農村の現状とその形成過程について記述的に考察することを目的とする。フィールドで収集した
データに依拠した記述が主体とならないのは，調査の様態とかかわっている。 











 農村のフィールドは，龍井市東盛涌鎮，延吉市朝陽川鎮，図們市涼水鎮の 3 カ所である。龍井市は
延吉の南に隣接し，調査村は延吉市中心から 10km ほどに位置する。図們市は延吉の東に隣接し，調
査村は延吉市中心から 40km ほどに位置する。朝陽川鎮は景観観察を中心とした 1 日のみの参観であ







写真 1 延吉農村の景観 
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 延吉は吉林省の東部，長白山脈の中北部，図們江流域の盆地に位置している。年平均気温は 5 度と
冷涼であり，1 月の平均気温は－10℃を下回る厳しい寒さであるが，7 月の平均気温は 20℃を上回り
温暖な夏となる。年降水量は 540mm と多くはないが，その 8 割は夏に降る1）。 
 こうした地形と気候の下で，延吉農村においては 1 年 1 作の稲作と畑作が行われている。その農業
の変遷について，延吉市街地の南にひろがる農村地域である龍井市の穀物播種面積に関する統計をみ
てゆこう（第 1 図）。 
 このグラフから読み取ることのできる 1949 年から 2009 年までの 60 年間の龍井農業の変遷の特徴
は，一つの作物が絶対的な位置を占めることなく，水稲・大豆・トウモロコシが相互に関連しつつ，
同時に個別の動きを示してきたことである。 
第 1図 龍井市における播種面積の変遷（1949-2009） 
資料：龍井市統計局編 2010.《奮進的龍井》，pp56-61。 
 
 水稲は集団化期に 10,000ha まで播種面積は拡大したが，生産請負制の下では漸減傾向にある。現在
の水稲の播種面積は，60 年前の水準を下回っている。東北地域の重要な商品作物である大豆は，水稲
と類似した推移を経験しているものの，それなりの面積で栽培されている。そしてトウモロコシは
1975 年の突出を一つの契機として，増加傾向にあり，とくに補助金が投入されるようになる 00 年代
から急速な伸びを示し，現在では最大の播種面積を持つに至っている。 
 穀物播種面積を合計すると，水稲・大豆・トウモロコシ 3 種の栽培面積は 60 年間で 2 万～2.5 万 ha






を事例として検討する。（第 2 図）。 




ていることも目を引く。グラフ末尾の急減は 2009 年 1 月に朝陽川鎮が延吉市に併合された行政区画変
更による影響が大きいが，郷鎮レベルの人口推移で確認すると，基調としての人口減少はこの期間に
も観察される。 

































 涼水鎮のある行政村は 2 つの集落からなるが，村民小組は 7 から 5 へと減少している。朝鮮族と漢
族がともに暮らすこの行政村は，かつては 800 人が暮らしていたが，朝鮮族の流出により人口は半減
し，朝鮮族と漢族の比率は 7 対 3 から 3 対 7 に逆転している。 


































 地名録には東盛涌鎮にある 61 集落すべての建村についての記載がある。最も古く集落が成立したと
するもので光緒初年であり，当地の現在に連続する居住は 100 年あまりの歴史しか有さないことがわ
かる。それを 19 世紀末の「光緒初年・光緒中期」（29 集落），20 世紀初の「光緒末年・宣統年間」
（12 集落），民国期（1911-1931，18 集落），満洲国期（1932-1945，1 集落），人民共和国期（1 集





 また興味深いのは，龍井市は朝鮮族が多く暮らす地域であるが，その朝鮮族が 1980 年前半に集落人
口の 9 割を占めている集落は，20 世紀になって建村された集落が多く，19 世紀にすでに建村されてい
た集落では，漢族が一定の割合で朝鮮族とともに暮らしているものが 4 割を越えている。集落の基本









         太い実線は道路，破線は鉄道，一点鎖線は鎮境界 
第 4図 龍井市東盛涌鎮の集落の建村時期 
資料：龍井県地名委員会編 1985.『龍井県地名志』pp.87-98。 
 




















 東盛涌鎮のある集落で，水田 3.5 垧（shang，1ha）と畑 2 垧を大規模に経営する在住の漢族は，自







 涼水鎮のある集落に，黒龍江省チチハル市訥河から 2013 年にやってきた農家は，1 年目に 25.5 垧，















ついては，2010 年人口センサスにおいて，その概要を把握することができる（第 5 図）9）。 
 
第 5 図 延辺朝鮮族自治州への来住者の前住地 
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